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1946 年南海地震前の地下水位変化の調査・観測 
                              京都大学防災研究所 
                                 浅田 照行 
１．はじめに 
南海地震は 100～150 年周期で繰返し発生する海溝型巨大地震である。1946 年の昭和











・ 100～200 年間隔で繰り返し発生 
・ 潮岬より西側が震源域(A+B)=南海地震 
・ 潮岬より東側が震源域(C+D+E)=東海地震 
・ 震源域が広い M8 級 
３．調 査 
 水路要報で昭和南海地震前に地下水異常が報告


















    石橋・佐竹(1998)に加筆
図-1 東海・南海地震の歴史
 
図-2 昭和南海地震前に水位異常のあった 15 地域



















































































では深さに限度があり，いずれも海水に達していないため，2004 年 4 月に図-5 の配地
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図-9 2004 年 7 月 29 日台風 10 号通過前後の 
水位・電導度の変化
